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( 科目コード：8101020005MM)

【改訂】第 1 版（2011-03-18）
【科目】卒業研究
【科目分類】専門科目　【選択・必修の別】必修　【学期・単位数】通年・6 単位
【対象学科・専攻】機械工学科・5 年次
【担当教員】

下田 祐紀夫
高橋 秀夫
金子 忠夫
重松 洋一
櫻井 文仁
黒瀬 雅詞
平社 信人
花井 宏尚
小川 侑一
樫本 弘
矢口 久雄

【授業目標・教育方針】
与えられた課題に対して 1 年間にわたって研究を行うことで、機械工学に対してより深い理解を得るとともに、解決
すべき課題に対して自発的に取り組む問題解決能力を養う。

【授業概要】
本科目の総授業時間数 135 時間である。
数名ずつそれぞれの研究室に所属し、研究室で専門とする分野の課題に対して 1 年間にわたって研究を行う。研究の
途中経過は秋に行われる中間発表会で発表し、1 年間の成果は学年末の卒業研究発表会で発表する。

研究内容は実験的なもの、理論解析、コンピュータシミュレーション等多様であり、また、研究方法もテーマによっ
てかなり異なるが、いずれの場合にも、研究を通して専門分野の理解を深めることや、自主的な問題解決能力を養う
ことが最大の目的である。研究とはすでに明らかになっている事柄を学ぶのではなく、未知の分野に挑戦し、問題を
解決していくことである。そのためには、それぞれの分野に関してより深く理解する努力が必要であるが、さらに、
問題の解決に向けて積極的に取り組む行動力が何よりも大切である。卒業研究は、時間割に示された時間のみに行う
ものでなく、場合によっては深夜まで行われることもある。

高専における学修の仕上げとして、積極的な姿勢で研究に臨み、技術者としての感性を修得してもらいたい。
平成２２年度の各研究室の卒業研究テーマを以下に示す。

加工技術研究室（下田）
・高圧ジェット・キャビテーションによる高速バリ取り技術の研究
・旋削加工における工具摩耗が工具振動に及ぼす影響について
・回転バレルと電解研磨法によるマンガン鋼円筒容器の鏡面加工の研究

熱工学研究室（高橋）
・アトキンソンサイクルの応用による火花点火機関のポンプ損失低減効果について
・ディーゼル噴霧の壁面衝突が噴霧形状と蒸発過程に及ぼす影響　
・非定常噴流の生成機構に関する研究

工業材料研究室（金子）
・熱発電における接触熱抵抗の利用
・不導体スパッタ金属膜の作成

メカニズム研究室（重松）
・車両搭載型計量システムにおける無線印刷部とデータロガーの試作
・マスタ・スレーブシステムにおけるインピーダンス制御系の試作

加工技術研究室（櫻井）
・切削油剤の改質による切削作業への影響
・ものづくりにおける総合能力の向上を目的とした教育カリキュラムの検討

材料力学研究室（黒瀬）
・カーボングラファイトを利用した耐圧ヒーターユニットの開発
・フィルムゲート方式による FRP 成形に及ぼす繊維配向の影響
・支柱型アクティブ型台を用いた高精度プレス成形法の基礎研究

ロボット工学研究室（平社）
・コールドガスロケットエンジンのスロート面積調整による推力制御実験
・車輪型移動ロボットによる最適軌道設計と軌道追従制御
・並進加速度を考慮した飛翔体用誘導航法シミュレータの試作研究
・クワッドロータ機構を有する自律型空中浮遊ロボットの試作研究
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制御工学研究室（小川）
・画像解析によるロボットアームのビンピッキング制御
・インテリジェント車いすの開発（カラー画像解析による自動制御）
・平歯車の振動挙動に関する実験的研究（定トルク制御システムの実現）
・平歯車の振動挙動に関する理論的研究（回転方向振動を低減する最適歯形修整の検討）

機械力学研究室（樫本）
・振動ジャイロと dsPIC を用いたねじ締付け測定装置の試作

【教科書・教材・参考書 等】
各研究内容による

【授業形式・視聴覚・機器等の活用】
各研究室による

【成績評価方法】
［前期］前期の成績の評価は行わない。
［後期］目標達成度 20%，専門的内容の理解度 30%，デザイン能力 20%，プレゼンテーション能力 30%

【本校の学習・教育目標】
◎ (D) 技術的課題を分析し，解決するためのシステムをデザインする基礎能力を身につける．
○ (E) コミュニケーション能力・プレゼンテーション能力を身につける．

【授業計画】（授業名：卒業研究）
回数 授業の主題 内容 レポート・宿題等

第 1 回～第 120 回 研究室の教員により指示された
教材による

教員の指示による
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